
浜
町
公
園
に
あ
る
区
立
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
や
月
島
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

は
、
「
指
定
管
理
者
制
度
」
に
よ
っ
て
、

現
在
、
（
株
）
シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
企
業
が
管
理
運
営
し
て
い
ま
す
。

第
４
回
定
例
会
に
は
、
こ
の
事
業
者

を
更
新
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
慎
重
に
検
討

し
た
結
果
、
こ
の
「
更
新
」
に
反
対
し

ま
し
た
。

講
座
の
利
用
料
は
企
業
の
収
益

シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
、
ス
イ
ミ
ン
グ
や

ヨ
ガ
、
太
極
拳
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
数
々

の
講
座
を
積
極
的
に
設
け
て
い
ま
す
。

講
座
の
利
用
料
金
は
事
業
者
の
収
益

に
な
る
の
で
、
区
の
施
設
を
使
っ
て
収

益
を
上
げ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
人
件
費

一
般
的
に
事
業
者
が
利
益
を
増
や
す

た
め
に
、
講
座
や
利
用
者
を
増
や
し
て

収
入
を
上
げ
な
が
ら
人
件
費
な
ど
の
経

費
を
削
減
し
ま
す
。

区
担
当
者
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

講
師
の
処
遇
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
が

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
シ
ン
コ
ー

ス
ポ
ー
ツ
は
、
中
央
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
、
指
導
な
ど
を
行
う
ジ
ム
ト
レ
ー

ナ
ー
や
プ
ー
ル
監
視
員
な
ど
と
い
っ
た

職
員
を
「
時
給
９
０
０
円
以
上
」
（
指

摘
後
、
９
１
０
円
に
変
更
）
と
い
う
低

賃
金
の
条
件
で
募
集
し
て
い
た
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
講
師
も
同
様
に
人
件
費

を
低
く
抑
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
雇
用
の
も
と
で
は
、
職
員

が
継
続
的
に
働
き
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

し
、
多
角
的
に
利
用
者
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
は
保
障
さ
れ
ま
せ
ん
。

社
会
教
育
と
し
て
施
設
機
能
強
化
を

公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
健
康
増
進

や
技
術
の
向
上
な
ど
、
様
々
な
目
的
を

持
っ
た
方
々
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
単

な
る
場
所
貸
し
で
は
な
く
、
社
会
教
育
、

社
会
福
祉
と
し
て
の
施
設
機
能
の
充
実

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

人
的
な
資
源
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た

な
い
施
設
な
の
で
、
職
員
の
雇
用
の
継

続
性
が
保
た
れ
な
い
こ
と
は
利
用
者
に

と
っ
て
も
不
利
益
と
な
る
危
惧
が
あ
り

ま
す
。

「
指
定
管
理
者
制
度
」
は
、
03
年
に

導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
総
務
省
は
コ
ス

ト
カ
ッ
ト
に
力
点
が
お
か
れ
て
い
る
と

日本共産党中央区議団ニュース

第７６９号 2015年12月13日

日本共産党中央区議団

中央区 築地 １ー１ー１
電 話 ３５４６-５５６３
ＦＡＸ ３５４６-９５７０

守ろう！日本の宝「憲法九条」

区立総合スポーツセンター＝区のＨＰから



い
う
問
題
の
是
正
を
求
め
る
通
知
を
過
去

３
回
出
し
て
い
ま
す
。

11
年
に
当
時
の
片
山
総
務
大
臣
は
「
自

治
体
が
非
正
規
化
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
、

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
大
量
に
作
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
自
覚
と
反
省
は
必
要
」

と
問
題
提
起
し
て
い
ま
す
。

情
報
開
示
に
消
極
的
な
中
央
区

本
来
、
自
治
体
が
直
接
、
管
理
運
営
す

べ
き
も
の
を
、
事
業
者
に
委
託
し
て
い
る

わ
け
で
す
か
ら
、
自
治
体
に
は
指
定
管
理

事
業
者
に
お
け
る
職
員
の
給
与
や
配
置
の

指
針
を
定
め
、
情
報
開
示
に
努
め
る
責
任

が
あ
り
ま
す
。

板
橋
区
で
は
、
09
年
に
「
指
定
管
理
者

制
度
の
運
用
に
関
す
る
指
針
」
を
策
定
し
、

13
年
に
は
指
針
を
改
訂
し
ま
し
た
。

改
訂
版
で
は
「
指

定
管
理
業
務
に
お
け

る
『
サ
ー
ビ
ス
水
準

の
設
定
』
と
『
利
益

等
の
適
正
化
』
に
関

す
る
細
目
」
が
追
加

さ
れ
、
正
規
、
非
正
規
従
業
員
と
も
に
給

与
改
善
の
具
体
的
方
法
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
人
件
費
の
積
算
に
あ
た
っ
て
も
、

施
設
の
設
置
目
的
や
特
性
を
踏
ま
え
、
区

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
、

ポ
ス
ト
や
職
種
、
技
能
、
資
格
、
人
数
な

ど
、
必
要
な
職
員
配
置
基
準
を
定
め
、
そ

の
配
置
基
準
に
基
づ
き
積
算
す
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

中
央
区
に
は
、
こ
う
し
た
板
橋
区
の
よ

う
な
指
針
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
議
案
の
審
議
で
も
指
定
管
理
事

業
者
の
職
員
の
処
遇
や
定
着
率
、
自
主
事

業
部
分
の
収
入
な
ど
の
情
報
が
開
示
さ
れ

な
い
た
め
、
当
該
事
業
者
が
適
正
か
ど
う

か
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

そ
ん
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
会

が
承
認
・
議
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
の
は
、
改
善
が
求
め
ら
れ
る
指
定
管

理
者
制
度
の
欠
陥
で
す
。

ブログもごらんください 志村たかよしワールド 検索

ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（３
５
３
６
ー
６
３
０
９
）

phot by shimura

11
月
28
日
、
「
臨
海
部
問
題
を
考
え

る
都
民
連
絡
会
（
臨
海
都
民
連
）
」
の

第
26
回
定
期
総
会
が
豊
洲
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
臨
海
都
民
連
」
が
結
成
さ
れ
て
四

半
世
紀
た
ち
ま
す
が
、
無
謀
な
臨
海
副

都
心
開
発
の
破
た
ん
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
道
路
問
題
、
環
境
問
題
、

築
地
市
場
「
移
転
」
問
題
、
東
京
五
輪

問
題
な
ど
の
実
態
や
問
題
点
を
調
査
・

研
究
し
て
い
ま
す
。

総
会
で
は
、
日
本
共
産
党
の
畔
上
三

和
子
都
議
（
上
写
真
）
が
、
東
京
五
輪

の
施
設
計
画
が
都
民
や
ス
ポ
ー
ツ
関
係

者
の
批
判
の
声
を
う
け
て
一
部
見
直
し

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
紹
介
し
、

臨
海
都
民
連
の
よ
う
な
「
草
の
根
」
の

運
動
が
重
要
と
激
励
し
ま
し
た
。

特
別
講
演
と
し
て
、
道
路
全
国
連
幹

事
の
長
谷
川
茂
雄
氏
に
よ
る
「
首
都
圏

（
東
京
）
の
道
路
計
画
は
こ
れ
で
良
い

の
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
報
告
（
下

写
真
）
が
あ
り
ま
し
た
。

挨拶する畔上三和子都議

パワーポイントを使った「特別講演」


